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　4．　　消化器癌化学療法時におけるrG－CSFの
　　　　　臨床効果
（外科学第三）井上敬一郎　佐藤滋　日馬幹弘
　　　　　　木村幸三郎
　悪性腫瘍術後の化学療法、及び放射線療法にお
いて、白血球減少症がdose　limiting　factor、又
はschedule　limiting　factorとなり，治療の妨げ
になるという事はしばし認められる。今回我々は、
CDDPを含む多剤併用療法、及び放射線療法によっ
て惹起された白血球（穎粒球）減少症例8例（胃
癌4例、食道癌3例、乳癌1例）に対してrG－CSF
投与を行い、その有用性を検討した。
　rG－CSF投与方法は、2μg／kg／day皮下注で、2
週間連続投与を1クールとした。rG－CSF　1クール
投与後の白血球数（穎粒球数）は、投与直前の
1575／Mm　3（1121／mm　3）に対し11220／mm　3（10300／㎜3）
と上昇し、rG－CSF投与が雲粒球減少に由来した白
血球減少を速やかに回復させる、という結果を得
た。又、赤血球数、Hb，血小板、ならびに各種臨
床検査値には明らかな変化は認められず、その他
副作用も認められなかった。
　以上の結果、rG－CSFの投与による予定された化
学療法、及び放射線療法の完全施行、施行スケジ
ュールの短縮化、deseintensityの可能性が示唆
された。
　6　　　婦人科悪性腫瘍化学療法時の好中球減
少に対するrG－CSFの基礎的並びに臨床的研究
　（産婦人科学）星野泰三　足立　匡　根岸能之
卵巣癌患者の化学療法による好中球減少症例に対
し，rG－CSFを用いて好中球の減少防止と回復促進
効果並びにその好中球機能を観察した。　〔方法〕
原発性卵巣癌20例にCAP療法を主体とし，2コー
ス第2日目からrG－CSF　2μg／kg／dayを14日間投与
した。好中球の変動とflow　cytometryを用いた食
食能と殺菌能の測定及び白血球膜抗原CD　lIB，　CD
16，CD　13，　CD　15を測定した。　〔成績〕（1）好中
球の最低値は観察期950／mm　3（12日目）に比べ，投
与期2100／mm　3（8日目）が有意に上昇した。（2）好
中球の回復効果の増強もみられた。（3）rG－CSF投
与期の好中球貧食能，殺菌能の陽性率は85～99％
であったがHistogram上多くの症例でばらつきが
みられ，増加した好中球の蛍光強度は不均一であ
った。（4）CD　l1B，　CD　16，　CD　13，　CD　15に著変
はみられなかった。　〔結論〕rG－CSFは化学療法時
の好中球減少防止と回復促進に極めて有効であ
り，今後dose　intensificationによる抗腫瘍効果
増強の可能性が示唆された。
5．　肺癌化学療法時におけるrG－CSFの使
用経験
　（外科学第一）　小林寿光、斉藤　誠、中村治彦
　　　　　　　　米山一男
　肺癌治療における化学療法は、白血球減少のた
め重篤な感染症を併発することがあるが、それに
対するrG－CSFの使用経験を報告する。
　症例は8例で、組織型、病期、化学療法等に一一
適した傾向はなかった。CSFの投与方法は2μg／
kgを基本としたが、若干の変動があった。5例で
白血球は1000個／μ1以下に低下し、内1例は肺炎
で死亡した。白血球はCSF投与後2日程で急激
に上昇し、且つ解熱が得られた。白血球が1000以
下であった期間は平均3．4日であった。白血球が
1000個／μ1以下に低下したがCSFを投与しなか
った5例では、白血球の立ち上がりに5～6日を
要し、白血球が1000以下であった期間は平均5．6
日であった。CSFの副作用は1例で一過性の胸
痛を認めた以外認めなかった。
　以上よりrG－CSFは、肺癌化学療法による
白血球低下に対する有効な治療薬と考えられた。
（2）
